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 今年は駒種からして投稿数が不安だったので

すが、結果的には作品数は過去最高！ 応募し

て下さった方々には心から感謝致します。  
 折角９作も集まったので、今回は２ コース制

を採用しました。  
 Ａコースは協力詰を中心に、比較的ルール ・

条件の組み合せがシンプルな作品群。原則手数

昇順ですが、ルールを揃えた方が良いかなぁ と

いう事で、第３番と第４番は非手数順です。  
 Ｂ コースは性能変化系の特集。対面 ・ 安北 ・

安南 ・ マド ラシといろいろなルールが集まり ま

した。配列は手数降順。  
 また 、昨年に引き続き作者名を伏せて出題し

ますので、興味のある方は予想してみては如何

でし ょ うか。  
 

小峰耕希 
 
 
＜ ル ー ル 説 明 ＞  
【 Ｓ Ｔ Ｍ 】 正式名称「 ステイルメ イ ト 」 。合

法的な着手が出来ない状態。  
【 安 南 】 ある駒Ａの１マス後方に味方同士

の駒Ｂがある場合、 Ａの性能（ 利き ） がＢの性

能に変化する 。  
【 安 北 】 ある駒Ａの１マス前方に味方同士

の駒Ｂがある場合、 Ａの性能（ 利き ） がＢの性

能に変化する 。 （ 安南の逆 ）  
【 打 歩 協 力 詰 】 通称打歩ばか詰。必

ず打歩で詰ませなければならない協力詰。  
【 利 き 二 歩 】 性能変化系ルールにおい

て、玉を取ったと きに二歩になる手に対するル

ール解釈。具体的には、下記局面を 「 詰んだ局 

 

面 」 と見るのが 「 利き二歩有効 」 、 「 １ １歩成

迄１手詰」 と見るのが 「 利き二歩無効 」 。

【 協 力 自 玉 Ｓ Ｔ Ｍ 】 通称ばか自殺ス

テイルメ イ ト 。略称協自Ｓ ＴＭ。双方が協力し

て最短手数で先手をステイルメ イ トする 。  
【 協 力 詰 】 通称ばか詰。双方が協力して

最短手数で受方の玉を詰める 。  
【 最 悪 詰 】 攻方はなるべく相手玉が詰ま

ないよ うに王手し 、受方はなるべく早く自玉が

詰むよ うに応ずる 。  
【 対 面 】 ある駒Ａの１マス前方に敵駒Ｂが

ある場合、 Ａの性能 （利き ） と Ｂの性能 （利

き ） が入れ替わる 。  
【 取 禁 】 駒を取る手は原則禁手。但し 、駒

を取らなければ王手を回避出来ない場合に限

り 、駒を取って良い。 （ 全取禁とは別ルール ）  
【 マド ラシ 】 ある駒Ａの利きに敵の同種駒Ｂが

入った場合、 Ａと Ｂが感電 （無能化） する 。  
【 ロ イヤル 駒 】 玉と同じ扱い （ 敵駒の利きに

立ち入れない等） を受ける駒。  
 
★参考文献 （Webサイ ト ） ★ 
Onsite Fairy Mate  
http://www.abz.jp/~k7ro/  

 
 
＜ 解 答 募 集 ＞  
・ 使用駒 ： 玉飛桂香３歩６ （ ±１枚可 ）  
・ 出   題 ： ７月１ ９日 （ 土 ）  
・ 解答締切 ： ８月１ ７日 （ 日 ）  
・ 結果発表 ： ９月７日 （ 日 ）  ←前倒しあり  
・ 解答先 ： 小峰耕希 （ スパム対策につき 、下

記メアドを手入力お願いします ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.abz.jp/~k7ro/


 2

＜ 出 題 ・ Ａコ ー ス ＞  
 
【 出 場 者 】  ５ ０音順、敬称略 
荻絵香木 神無七郎 神無太郎 たくぼん 
 
【 コ メン ト 】  
第３番と第４番は受方持駒制限があ り ますの

でご注意下さい。  
又、第１番と第４番の作者は同じ方です。  
 
 
 
 
 
 

Ａ ― 第 １ 番  

 
 

Ａ ― 第 ２ 番  

 
 
 
 
 

Ａ ― 第 ３ 番  

 
 

Ａ ― 第 ４ 番  

 
 

Ａ ― 第 ５ 番  
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＜ 出 題 ・ Ｂ コ ー ス ＞  
 
【 出 場 者 】 ５ ０音順、敬称略 
神無太郎 小峰耕希 たくぼん 
 
【 コ メン ト 】  
 第２番のルール解釈は「利き二歩有効 」 で

す。 「 利き二歩無効 」 と解釈する と手が続かな

いのですぐわかる と思いますが (^^;)  
第４番の２ ９桂はロイヤル駒ですので、解図

の際ご注意願下さい。また ｆ ｍ未検討なので、

不完全作である可能性が排除出来ない点ご了承

願います。  
第１番と第４番の作者は同じ方です。  
 

Ｂ ― 第 １ 番  

 
 

Ｂ ― 第 ２ 番  

 
 
 
 
 

Ｂ ― 第 ３ 番  

 
 

Ｂ ― 第 ４ 番  

 
 


